
第１回 1/400 初代ゴジラ（ゼネラルプロダク
ツ）の巻 

 

 このキットは私が初めて購入した「ガレージキット」です。当時「ゴジラ復活フェスティバル」
等により模型業界にも怪獣ブームが起こり、バンダイ模型情報別冊誌上では速水氏（ネット
上でお世話になっております）のＧＳＶ（ゴジラスーツバリエーション：モピルスーツバリエー
ションの怪獣版）が紹介されたりしておりましたがそれらは全て誌上の完成写真であり、「ガ
レージキット」というものが実際に売られているという実感は有りませんでした。それからし
ばらくしてこのキットの発売がアナウンスされ、掲載されたＨＪ誌（確か'84年５月号）を購入
して「4000円なら買えるかも」「欲しいなぁ...」とか考えていました。 
 夏のある日、馴染みの店にこのキットが入荷。「これがガレージキット...」中を見る事は出
来ません。しばらく悩んだ後取り置きをお願いし、どうやって工面したか今となっては思い出
せない4000円（当時高校生、決して簡単に捻り出せる金額ではない）を用意して購入しまし
た。帰宅しドキドキしながら箱を開けたところがまさにこの写真の状態であり、カルチャーシ
ョックでした。ずっしりとしたメタルパーツ（というか全てメタルなのですが）、木製飾り台とネ
ームプレート、シンプルながら素敵で格好良いボックスアート、「贅を尽くす」とはこういう事
なのだと感じ入りました（今回撮影の為に久々に手に取ってみましたが、いまだに魅力溢れ
る色褪せないキットだと思います。プロポーション的には昨今の食玩の方が優れている様
な気もしますが、やはり「ガレージキット」と「玩具」は別物なのだと再認識しました）。  

 

 それにも増して驚いたのが組立説明書で
す。普通はランナーや部品の図が載ってい
る最初のページが、何か難しい左の様な研
究論文、まるで「子供は付いて来なくて良
い」と云われているみたいでしたが、頑張っ
て付いて行かなければと決意した私はこの
ページのコピーを持って担任（物理）にチェ
レンコフ放射（論文中にこの語句が有る）の
何たるかを質問に行きました（先生は「物理
がＳＦに成り下がったような気がする」と言い
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キットデータ 

メーカー ゼネラルプロダクツ 

スケール １／４００ 

材質 ホワイトメタル 

当時価格 ４０００円 （税抜） 

つつも説明して下さいました。有難うござい
ました）。 
 これだけ感動させられたこのキットが何故
未だにこの状態なのかというと、もうひとつ
の「初体験」に理由が有ります。ゴジラが火
を吐くときに点滅する背ビレ、これをリアル
ホビーシリーズのモスゴジよろしく再現しよう
とシリコンゴムと透明樹脂を購入して複製に
挑戦したところが見事失敗、仕方なくそのま
ま組もうかと思ったりしながらも諦めきれず
現在に至っているのです。このメタルゴジラ
は最後の一匹なので...  
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